
平成28年₅月15日発行 広島市医師会だより（第601号 付録）

輸血前後の感染症の検査について、検査内容と依頼するタイミングを教え
てください。

� お問合せ：☎代表 0120-14-7191（フリーダイヤル） / 082-247-7191（ダイヤルイン）
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広報委員
谷敷 圭美 /亀石 猛 /熊川 良則 /田中 洋子 /初岡 博 /高磨 潤

ゃっちボールき
　当検査センターでは診療報酬改定に伴い、総合検査案内2016と題して発刊に向け準備

を進めております。今回の総合検査案内のコンセプトは『使いやすさ』で、ご使用頂く

先生方や医療スタッフの皆様のご意見を反映できるようアンケートにご協力頂きました。

　それを踏まえて、これまでの総合検査案内と比較し、索引からの項目検索をやり易く

し、これまで要望のあった診療報酬点数早見表を新規で作成致しました。

　今後も、ご利用頂く会員の先生方を第一に考えて仕事に取り組んでいきたいと思いま

すので、ご指導の程よろしくお願い致します。

� 枡本 健（検査科学術・精度管理担当副技師長）

※1 ※2 出典：「輸血療法の実施に関する指針」（改訂版）厚生労働省医薬食品局血液対策課　平成17年₉月（平成26年11月一部改正）より抜粋一部改変

『早ければ輸血後₂～₃か月以内に発症するが、
肝炎の臨床症状あるいは肝機能の異常所見を把握
できなくても、肝炎ウイルスに感染していること
が診断される場合がある。特に供血者がウインド
ウ期にあることによる感染が問題となる。このよ
うな感染の有無を見るとともに、早期治療を図る
ため、医師が感染リスクを考慮し、感染が疑われ
る場合などには、別表のとおり、肝炎ウイルス関
連マーカーの検査等を行う必要がある。』※1

『多くは無症状に経過して、以後年余にわたり無症
候性に経過する。特に供血者がウインドウ期にあ
る場合の感染が問題となる。受血者（患者）の感染
の有無を確認するために、医師が感染リスクを考慮
し、感染が疑われる場合には、輸血前にHIV抗体
検査を行い、その結果が陰性であれば、輸血後₂～
₃ヶ月以降に抗体検査等を行う必要がある。』※2

輸血前
検査 輸血後検査 当検査センター

での依頼項目　

Ｂ型
肝炎

HBs抗原
HBs抗体
HBc抗体

核酸増幅検査（NAT）
（輸血前検査の結果がいずれ
も陰性の場合，輸血の₃か月
後に実施）

HBV DNA
定量〔PCR〕

Ｃ型
肝炎

HCV抗体
HCVコア
抗原

HCVコア抗原検査
（輸血前検査の結果がいずれ
も陰性の場合又は感染既往と
判断された場合，輸血の₁～
₃か月後に実施）

HCV抗原
（コア蛋白質）

HIV HIV抗体
検査

HIV抗体検査等
（感染リスクを考慮し、感染
が疑われる場合などには、輸
血前にHIV抗体検査を行なっ
た結果が陰性であれば、輸血
後₂～₃か月以降に実施）

HIV抗原・抗
体定性
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